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令和６年６月定例会委員会報告

常任委員会での質疑・意見常任委員会での質疑・意見

【経済厚生委員会】
「住宅・建築物耐震化促進事業補助金の改定について」
　能登半島地震を踏まえ、従来の「地震による倒壊を防ぐ対策」に「倒壊
から命を守るための対策」を加え、高齢者などにも取り組みやすい命を守る
耐震化支援を提供するために、「鳥取県震災に強いまちづくり促進事業」の
補助金交付要綱の一部改定にともない、本市も要綱改定を行うとの説明が
ありました。　
　委員からは、居室単位の改修、耐震ベッド、耐震シェルターなど新設事項
の周知・啓発方法について、質疑がありました。

【総務民教委員会】
「印鑑条例の一部を改正する条例制定」
　マイナンバーカードを利用して、市役所に設置した端末から各種証明書を
取得できる「らくらく窓口サービス」を導入するもの。「コンビニエンス
ストアで取得する場合との違いは」など質疑がありました。

【公共施設等の在り方調査特別委員会】
「個別施設計画策定状況」について
　令和 4 年 3 月 31 日時点での本市の建物台帳をもとに作成された、個別施設計画策定状
況や BIMMS 入力状況と、参考資料として境港市公共施設等総合管理計画にもとづく個別
施設計画の説明がありました。委員からは、「さかいポートサウナの現況について」、「旧
台場保育所の雨漏りの施設改修」などについて質疑がありました。

【総務民教委員会での質疑・意見】
「印鑑条例の一部を改正する条例制定」
　マイナンバーカードを利用して、市役所に設置した端末から各種証明書を取得できる「ら
くらく窓口サービス」を導入するもの。「コンビニエンスストアで取得する場合との違いは」
など質疑がありました。

【公共施設等の在り方調査特別委員会】
「個別施設計画策定状況」について
　令和 4 年 3 月 31 日時点での本市の建物台帳をもとに作成された、個別施設計画策定状
況や BIMMS 入力状況と、参考資料として境港市公共施設等総合管理計画にもとづく個別
施設計画の説明がありました。委員からは、「さかいポートサウナの現況について」、「旧
台場保育所の雨漏りの施設改修」などについて質疑がありました。

【予算委員会】
「立地適正化計画策定事業」
　令和７年度策定に向けた検討委員会の開催および検討業務の委託経費と
して説明があり、立地適正化計画のスケジュールや検討委員会メンバーに
ついての質疑がありました。

「小学校空調設備改修事業【財源振替】」
　算定方法の間違いによるもので、庁内でのチェック体制構築を求める意見
がありました。

「中海・宍道湖・大山圏域市長会特別負担金（環日本海定期貨客船運航支援）」
　韓国との定期貨客船を運行する船会社への運行経費支援の各自治体の
負担割合についての質疑がありました。
　また、船会社への直接支援には賛同できないという意見もありました。
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令和６年度補正予算

定額減税補足給付金給付事業
定額減税の効果を十分に得られない

納税義務者に対し、
定額減税控除不足額を給付する

2 億 8,438 万円

令和６年４月臨時会・６月定例会令和６年４月臨時会・６月定例会
（議決結果・令和６年度補正予算）（議決結果・令和６年度補正予算）

　境港市議会では、４月 12 日に臨時会が開かれ、続いて６月３日から 23 日間の会期で６月定例会が開か
れました。「令和６年度境港市一般会計補正予算」など予算４議案、「境港市印鑑条例の一部を改正する条
例制定について」など条例５議案、人事その他 17 議案が上程されました。審議、採決の結果、議案はす
べて原案のとおり可決されました。
　また、提出された「ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかるための、２０２５年度政府予算に係
る意見書採択の陳情」など陳情４件は、審議の結果、採択は１件、不採択は３件となりました。委員会提
出議案「地方財政の充実・強化を求める意見書の提出について」は、原案のとおり可決されました。
　議決結果は P ４、P ５に掲載しています。また、市議会ホームページでもご覧いただけます。このたび
可決した一般会計補正予算から主な事業を下段で紹介します。

中海・宍道湖・大山圏域市長会
特別負担金

（環日本海定期貨客船運航支援）
境港市と韓国・東海（トンへ）市を結ぶ

国際定期貨客船を運航する韓国の船会社に対し、
圏域市長会から環日本海経済活動促進協議会を通じて

交付する運航支援金の一部を負担する

645 万円

児童手当支給事業
令和６年１０月から児童手当の支給対象者と

支給額が拡充するため、扶助費などを増額する

1 億 319万円

立地適正化計画策定事業
持続可能な都市経営のための

「コンパクトなまちづくり」に向けた
基本計画である立地適正化計画の

令和７年度策定に向けた、検討委員会の開催と
検討業務を委託する
794 万円
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賛成：○　反対：×　継続審査：△　（注）賛否状況は全て案件に対する各議員の賛否状況を記載しています。

　本市議会では、「境港市議会基本条例」を踏まえ、『市民にひらかれた議会』『政策形成と行政のチェックの
機能の充実をはかる』ことを主たる目的として、平成26年度に議会改革推進特別委員会を設立し調査・研究、
議論を行っています。
　そこでの議論の中から、現在、主に取り組んでいる課題について、３点、進捗状況と合わせてご紹介します。

1 広聴（多様な意見を市政に反映させるため）の場の構築について
「市民と議会の懇談会」について
　広く市民の意見を議会活動に反映させることを目的に、「市民と議会の懇談会」などの懇談会を開催して
います。今年度の開催にあたって、従来からの課題である、より多様な意見をもった市民が、より参加しや
すい場となるよう、休日の日中に開催します。
　また、懇談会での意見が、現議員の残りの任期の間（令和８年２月まで）に、政策提言につながっていく
よう、常任委員会で取り組む課題の中から、１つずつテーマを選び、意見交換をしていくこととしています。
（懇談会の詳細については、P19をご覧ください）

2 政治倫理について
「ハラスメント防止対策への取り組み」
　政治分野における男女共同参画の推進の取り組みとも関連して、広くハラスメント防止への意識の醸成を
はかるため、本市議会議員を対象としたハラスメント防止対策研修会を８月に開催する予定としています。
　
3 議員定数および議員報酬について
「議員定数と議員報酬が適切か」
　本市議会では、平成３０年の市議会議員一般選挙が、市政始って以来、初めて無投票となったことから、
市議会のあり方を考えるため、市民アンケートを実施。議員報酬や、議員定数に対しても多くの意見が寄せ
られたことから、議員定数と報酬について、議論を重ねています。
　議員定数については、令和４年２月の市議会議員一般選挙から定数を１名減らし、現在１５名の議員で
議会運営を行っています。
　議員報酬については、新型コロナウイルス感染症の流行による市民生活への影響を考慮し、その対策や
対応への議論をすることが、この議論よりも優先度が高かったことから、報酬についての議論をいったん
中断していました。現在は、それによる経済的影響も終息しつつあることから、市の財政状況、将来見通し、
社会経済情勢、市民の意見などを論点として、議論を行っています。
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専決処分の承認を求めることについて【境港市国民健康保険税条例（一部改正）】

工事請負契約の締結について【文化ホール改修工事（建築）】

固定資産評価審査委員会委員の選任について

固定資産評価員の選任について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

令和６年度境港市一般会計補正予算（第２号）

令和６年度境港市公共下水道事業会計補正予算（第１号）

令和６年度境港市一般会計補正予算（第４号）

境港市印鑑条例の一部を改正する条例制定について

境港市地方活力向上地域等における固定資産税の課税免除及び不均一課税に関する条例の一部を改正する条例制定について

境港市土地貸付及び譲渡の特例に関する条例の一部を改正する条例制定について

工事請負契約の締結について【芝汚水幹線築造工事】

工事請負契約の締結について【清水町汚水枝線（その１）工事】

工事請負契約の締結について【市営住宅誠道団地建替第４期工事(建築）】

新たに生じた土地の確認について

町の区域の変更について

地方財政の充実・強化を求める意見書の提出について

地方財政の充実・強化を求める陳情
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※このほか報告が13件ありました。
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陳　　情
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令和６年度境港市一般会計補正予算（第３号）

ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかるための、２０２５年度政府予算に係る意見書採択の陳情

複合災害時に対応した「原子力防災ハンドブック」の改訂を鳥取県に求める陳情

島根原発２号機の再稼働の延期を求める陳情

令和６年４月臨時会・６月定例会　議決結果一覧表【全会一致で議決したもの】

令和６年６月定例会　議決結果一覧表【賛否の分かれたもの】

じょうせい

しんちょく

特別委員会報告／令和６年４月臨時会・６月定例会（議決結果）

議会改革推進特別委員会報告議会改革推進特別委員会報告
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賛成：○　反対：×　継続審査：△　（注）賛否状況は全て案件に対する各議員の賛否状況を記載しています。

　本市議会では、「境港市議会基本条例」を踏まえ、『市民にひらかれた議会』『政策形成と行政のチェックの
機能の充実をはかる』ことを主たる目的として、平成26年度に議会改革推進特別委員会を設立し調査・研究、
議論を行っています。
　そこでの議論の中から、現在、主に取り組んでいる課題について、３点、進捗状況と合わせてご紹介します。

1 広聴（多様な意見を市政に反映させるため）の場の構築について
「市民と議会の懇談会」について
　広く市民の意見を議会活動に反映させることを目的に、「市民と議会の懇談会」などの懇談会を開催して
います。今年度の開催にあたって、従来からの課題である、より多様な意見をもった市民が、より参加しや
すい場となるよう、休日の日中に開催します。
　また、懇談会での意見が、現議員の残りの任期の間（令和８年２月まで）に、政策提言につながっていく
よう、常任委員会で取り組む課題の中から、１つずつテーマを選び、意見交換をしていくこととしています。
（懇談会の詳細については、P19をご覧ください）

2 政治倫理について
「ハラスメント防止対策への取り組み」
　政治分野における男女共同参画の推進の取り組みとも関連して、広くハラスメント防止への意識の醸成を
はかるため、本市議会議員を対象としたハラスメント防止対策研修会を８月に開催する予定としています。
　
3 議員定数および議員報酬について
「議員定数と議員報酬が適切か」
　本市議会では、平成３０年の市議会議員一般選挙が、市政始って以来、初めて無投票となったことから、
市議会のあり方を考えるため、市民アンケートを実施。議員報酬や、議員定数に対しても多くの意見が寄せ
られたことから、議員定数と報酬について、議論を重ねています。
　議員定数については、令和４年２月の市議会議員一般選挙から定数を１名減らし、現在１５名の議員で
議会運営を行っています。
　議員報酬については、新型コロナウイルス感染症の流行による市民生活への影響を考慮し、その対策や
対応への議論をすることが、この議論よりも優先度が高かったことから、報酬についての議論をいったん
中断していました。現在は、それによる経済的影響も終息しつつあることから、市の財政状況、将来見通し、
社会経済情勢、市民の意見などを論点として、議論を行っています。
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固定資産評価審査委員会委員の選任について

固定資産評価員の選任について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

令和６年度境港市一般会計補正予算（第２号）

令和６年度境港市公共下水道事業会計補正予算（第１号）

令和６年度境港市一般会計補正予算（第４号）

境港市印鑑条例の一部を改正する条例制定について

境港市地方活力向上地域等における固定資産税の課税免除及び不均一課税に関する条例の一部を改正する条例制定について

境港市土地貸付及び譲渡の特例に関する条例の一部を改正する条例制定について

工事請負契約の締結について【芝汚水幹線築造工事】

工事請負契約の締結について【清水町汚水枝線（その１）工事】

工事請負契約の締結について【市営住宅誠道団地建替第４期工事(建築）】

新たに生じた土地の確認について

町の区域の変更について

地方財政の充実・強化を求める意見書の提出について

地方財政の充実・強化を求める陳情

番 号 案　　　　件　　　　名 議決結果

承　　認

承　　認

原案可決

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決
採　　択
意見書提出

※このほか報告が13件ありました。

案　　　　件　　　　名 議決結果

原案可決

不採択

不採択

不採択

賛　　否　　状　　況

議 長

議 長

議 長

議 長

荒
井 

秀
行

永
井 

　章

景
山 

　憲

加
藤 

文
治

吉
井 

　巧

松
本 

晶
彦

伊
藤 

康
弘

米
村 

一
三

岡
空 

研
二

森
岡 

俊
夫

平
松 

謙
治

柊
　 康
弘

田
口 

俊
介

足
田 

法
行

安
田 

共
子

きょうどう 境港市議会公明党議員団自由未来 無所属

提
出
者
区　分

市
長
提
出
議
案

市
長
提
出
議
案

市
長

4
月
臨
時
会

6
月
定
例
会

6
月
定
例
会

人　事

予　算

会議

番 号提
出
者
区　分会議

条　例

条　例

その他

その他

委員会提出議案

陳　情

予　算

陳　　情

第44号

第6号

第7号

第8号

令和６年度境港市一般会計補正予算（第３号）

ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかるための、２０２５年度政府予算に係る意見書採択の陳情

複合災害時に対応した「原子力防災ハンドブック」の改訂を鳥取県に求める陳情

島根原発２号機の再稼働の延期を求める陳情

令和６年４月臨時会・６月定例会　議決結果一覧表【全会一致で議決したもの】

令和６年６月定例会　議決結果一覧表【賛否の分かれたもの】

じょうせい

しんちょく

令和６年４月臨時会・６月定例会（議決結果）
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ページ 質問事項 質問議員 ページ 質問事項 質問議員

10 各個質問

9 各個質問

7 各個質問

6 各個質問

8 各個質問

伊藤 康弘

安田 共子

松本 晶彦

足田 法行

田口 俊介

景山　 憲
①市内の樹木などの管理体制や関連情報の周知について

①市の安全・暮らしを守る対応を求める
　～美保基地への米軍機の飛来、
　　大阪・関西万博への小中学生の教育研修について
②島根原発２号機再稼働の判断について
③保育のあり方について

①快適な生活環境づくりについて～飼い犬のふん害について
②快適な生活環境づくりについて
　～ごみ分別アプリ「さんあーる」について

①医療と介護の連携と医療ＤＸについて
②防災力の強化について
　～防災アドバイザー活用と原発災害避難計画について

①住宅弱者への支援と課題について
②子どもにやさしいまちづくり事業の推進について

11 各個質問

米村 一三

①災害廃棄物処理計画策定に向けての状況および
　具体的内容について
②境港市子ども・子育て支援事業計画（第三期計画）策定に向けて

①地域経済の活性化策について
②ふるさと納税について

①公共施設について
②夕日ヶ丘団地事業について

①公共施設などのあり方と活用について
②立地適正化計画について

①西部広域行政管理組合一般廃棄物処理施設
　意見調整委員会の結果について
②「第15回みなとオアシスSea級グルメ全国大会」について

①本市の水産業について
②市職員の働き方について

①水木しげる記念館と平和学習について
②スポーツ広場の整備管理について

12 各個質問

平松 謙治13 各個質問

加藤 文治14 各個質問

森岡 俊夫15 各個質問

柊　 康弘16 各個質問

吉井 　巧17 各個質問

市政を問う
議員12人が一般質問を行いました。

紙面の都合上、質問と答弁を要約しています。
議事録は議会事務局やホームページで閲覧できます。

民法第２３３条
改正後の広報状況は

境界線を越えた樹木
（イラストはイメージです）

【
伊
藤
】「
民
法
第

２
３
３
条
」
の
改
正
は

昨
年
４
月
１
日
か
ら
で

あ
る
が
、
広
報
と
し
て

昨
年
の
市
報
７
月
号
内

の
記
事
で
取
り
上
げ
た

以
降
は
な
く
、
周
知
不

足
だ
と
思
っ
て
い
る
。

今
後
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
公
式
ラ
イ
ン
な
ど
を

活
用
し
た
広
報
が
必
要

と
考
え
る
が
。

【
市
長
】「
民
法
第

２
３
３
条
の
改
正
」
の

制
度
紹
介
は
昨
年
市
報

７
月
号
内
の
み
で
、
繰

り
返
し
の
周
知
を
行
っ

て
い
な
か
っ
た
。
樹
木

の
越
境
の
相
談
が
一
定

数
あ
る
こ
と
か
ら
、
本

改
正
内
容
の
周
知
不
足

を
感
じ
て
お
り
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
公
式
ラ
イ

ン
な
ど
を
活
用
し
て
改

め
て
広
報
し
て
い
く
。

ま
た
、
樹
木
の
越
境
の

相
談
を
受
け
た
際
に
も

本
改
正
内
容
を
説
明
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

【
伊
藤
】
宅
地
や
道
路

な
ど
樹
木
の
越
境
パ

タ
ー
ン
は
さ
ま
ざ
ま
で

あ
る
が
、
職
員
の
対
応

状
況
を
う
か
が
う
。

【
市
民
生
活
部
長
】
パ

タ
ー
ン
に
よ
っ
て
対

応
す
る
担
当
部
署
が

異
な
る
た
め
、
そ
の
場

合
は
庁
内
で
調
整
し
、

適
切
な
対
応
を
行
っ

て
い
る
。

会派　自由未来会派　自由未来
伊藤　康弘　議員伊藤　康弘　議員

市長 市報では１回のみであり
今後周知に努めたい

各 個 質 問
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安田　共子　議員安田　共子　議員
無所属（日本共産党）無所属（日本共産党）

【
安
田
】
美
保
基
地

を
米
軍
機
が
た
び
た

び
使
用
す
る
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い

の
で
は
。

【
市
長
】
基
地
機
能

変
更
は
な
い
と
考
え

る
。
不
安
に
感
じ
る

声
も
あ
る
た
め
、
国

へ
安
全
確
保
へ
の
配

慮
、
日
米
地
位
協
定

の
見
直
し
を
求
め
て

い
る
。

【
安
田
】
メ
タ
ン
ガ

ス
発
生
な
ど
危
険
な

大
阪
関
西
万
博
へ
の

教
育
研
修
は
あ
り
え

な
い
。

【
教
育
長
】
中
学
校

の
修
学
旅
行
で
万
博

見
学
を
検
討
し
て

い
る
。
事
故
な
ど
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、

万
博
の
開
催
状
況
を

確
認
し
つ
つ
、
対
応

し
て
い
く
。

保育園の統廃合は
情報提供で協議を

危険な大阪関西万博は
ありえない

原発の危険性を知って
災害に備えましょう

国、中国電力への
照会の目的は

今の状態でいいのかを
確認するため市長

保護者アンケートを
実施し、民間園と協議

市長

境港市内保育・教育施設一覧
( 境港市保育園・幼稚園ガイドブックより )

中学校の修学旅行で検討中教育長

【
市
長
】
避
難
計
画
に

つ
い
て
は
、
毎
年
の
避

難
訓
練
を
し
な
が
ら
、

不
断
の
努
力
を
し
て
改

善
す
る
。
実
効
性
を
高

め
る
た
め
、
計
画
を
市

民
に
広
く
理
解
し
て
も

ら
い
た
い
。

【
安
田
】
知
事
・
米
子

市
長
と
連
名
で
お
こ

な
っ
た
、
国
・
中
国
電

力
へ
の
照
会
の
目
的
は
。

【
市
長
】
原
発
の
稼
働

に
同
意
し
て
い
る
の

で
、
能
登
半
島
地
震
を

受
け
、
今
の
状
態
で
い

い
の
か
確
信
が
持
て
な

け
れ
ば
先
に
進
め
な
い

と
い
う
こ
と
だ
。

【
安
田
】
原
子
力
防
災

に
つ
い
て
自
治
体
の
責

任
が
大
き
い
。認
識
は
。

え
た
民
間
施
設
３
園
の

う
ち
、
１
園
は
国
の
交

付
金
を
活
用
し
て
大
規

模
改
修
を
お
こ
な
っ

た
。
あ
と
の
２
園
も
こ

の
交
付
金
を
活
用
し
て

改
修
さ
れ
る
と
考
え
る
。

【
安
田
】
統
廃
合
に
つ

い
て
の
検
討
は
、
保
護

者
、
市
民
へ
情
報
提
供

し
な
が
ら
協
議
を
。

【
市
長
】
一
昨
年
、
保

護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
た
。
保
育
の
量
や

ニ
ー
ズ
に
対
し
、
現
在

の
施
設
数
で
良
い
の
か

な
ど
民
間
事
業
者
か
ら

意
見
を
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

【
安
田
】
保
育
園
の
大

規
模
改
修
の
状
況
は
。

【
市
長
】
築
40
年
を
超

各 個 質 問
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【
松
本
】
朝
と
夕
方
に

犬
を
散
歩
さ
れ
て
い
る

ほ
と
ん
ど
の
方
が
ふ
ん

を
処
理
す
る
た
め
の
袋

を
携
帯
さ
れ
て
い
る

が
、
犬
の
ふ
ん
が
道
路

上
に
放
置
さ
れ
て
い
る

と
相
談
も
あ
り
、
調
査

し
た
と
こ
ろ
、
放
置
さ

れ
た
犬
の
ふ
ん
を
確
認

し
た
。
犬
の
ふ
ん
害
に

つ
い
て
本
市
の
対
応
を

う
か
が
う
。

【
市
長
】本
市
で
は
、「
境

港
市
飼
い
犬
ふ
ん
害
等

防
止
条
例
」
を
制
定
し

て
お
り
、
相
談
を
受
け

た
際
に
は
、
現
地
を
確

認
し
、
ふ
ん
を
回
収
、

希
望
が
あ
れ
ば
、
注
意

喚
起
の
看
板
を
提
供
し

て
い
る
。
原
因
者
が
特

定
さ
れ
、
繰
り
返
え
さ

れ
る
場
合
は
直
接
指
導

を
行
っ
て
い
る
。

【
松
本
】
路
上
に
放
置

さ
れ
る
ふ
ん
害
を
な
く

そ
う
と
「
イ
エ
ロ
ー

チ
ョ
ー
ク
作
戦
」
と
い

う
取
り
組
み
が
全
国

１
６
０
以
上
の
自
治
体

や
団
体
が
試
し
て
い
る
。

市
に
寄
せ
ら
れ
る
、
苦

情
を
精
査
し
、
対
策
の

一
案
と
し
て
、
取
り
組

ん
で
は
ど
う
か
。

【
市
民
生
活
部
長
】
実

施
を
検
討
す
る
。
実
態

を
調
査
の
上
、
効
果
を

確
認
し
て
み
た
い
。

【
松
本
】
本
市
で
導
入

し
て
い
る
ご
み
分
別
促

進
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア

プ
リ
「
さ
ん
あ
ー
る
」

に
つ
い
て
、
現
在
の
加

入
率
・
利
用
状
況
を
う

か
が
う
。

【
市
長
】
こ
の
ア
プ
リ

は
ゴ
ミ
の
収
集
日
を
カ

レ
ン
ダ
ー
形
式
で
確
認

で
き
、
収
集
日
を
ア

ラ
ー
ム
機
能
で
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
日
本
語

と
ベ
ト
ナ
ム
語
に
対
応

し
て
い
る
。

　
毎
月
の
市
報
、
ゴ
ミ

分
別
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど

や
指
定
ゴ
ミ
袋
の
外
装

に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
印

刷
、
機
会
を
と
ら
え
て

出
前
講
座
で
周
知
し
て

普
及
促
進
を
は
か
っ
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
月
平

均
で
約
70
人
の
登
録
が

あ
り
、
本
年
度
、
５
月

末
で
、
９
６
８
人
の
方

に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

加
入
率
は
、
１
世
帯
で

１
名
の
方
が
利
用
し
て

い
る
と
し
て
、
全
世
帯

の
約
6.2
％
と
な
る
。

【
松
本
】
高
齢
者
向
け
、

外
国
人
向
け
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
講
習

会
を
本
市
主
導
で
取
り

組
ん
で
は
ど
う
か
。

【
市
長
】
ど
の
よ
う
に

し
た
ら
周
知
が
は
か
れ

る
か
、
内
部
で
研
究
し

て
み
た
い
。

飼い犬の
ふん害について問う

ごみ分別アプリの
利用状況は

スマートフォンアプリ「さんあーる」
PR 用看板

本市の啓発看板

松本　晶彦　議員松本　晶彦　議員
会派　自由未来会派　自由未来

市長 出前講座などで
普及促進をはかっている

原因者に直接指導を
行っている市長

各 個 質 問
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【
足
田
】
認
知
症
対
応

で
、診
断
体
制
の
充
実
、

医
療
機
関
内
の
連
携
、

医
療
と
介
護
連
携
の
推

進
が
必
要
な
の
で
は
。

【
市
長
】
認
知
症
に
関

す
る
相
談
は
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
現
在
実
施
し
て
い

る
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク

の
中
に
、「
物
忘
れ
が

気
に
な
り
ま
す
か
」
と

聞
く
項
目
が
あ
り
、
そ

こ
に
チ
ェ
ッ
ク
が
あ
る

方
に
は
、
保
健
師
が
声

を
か
け
、
様
子
を
う
か

が
う
な
ど
早
期
に
対
応

し
、
受
診
に
つ
な
げ
て

い
る
。
今
後
も
専
門
医

に
よ
る
認
知
症
講
演
会

を
開
催
す
る
な
ど
、
早

め
の
相
談
・
受
診
に
つ

な
が
る
た
め
の
情
報
を

広
く
啓
発
す
る
と
と
も

に
、
医
療
と
介
護
の
連

携
強
化
に
努
め
る
。

【
足
田
】
認
知
症
の
人

の
安
全
を
確
保
し
、
そ

の
家
族
の
身
体
的
・
精

神
的
負
担
の
軽
減
を
は

か
る
た
め
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機

器
の
購
入
な
ど
に
か
か

る
費
用
の
助
成
を
本
市

も
導
入
す
べ
き
で
は
。　

【
福
祉
保
健
部
長
】
Ｇ

Ｐ
Ｓ
機
器
の
購
入
な
ど

の
費
用
の
助
成
を
実
施

し
て
い
る
米
子
市
の
状

況
を
注
視
し
た
い
。

【
足
田
】
気
象
防
災
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
は
、
平
時

に
は
、
防
災
気
象
情
報

の
読
み
解
き
方
法
な
ど

に
つ
い
て
自
治
体
職
員

や
住
民
に
対
し
継
続
的

に
解
説
す
る
。
災
害
時

に
は
、
自
治
体
の
災
害

対
策
本
部
な
ど
に
駐
在

し
、
幹
部
職
員
を
含
む

防
災
業
務
を
担
う
職
員

に
対
し
て
、
地
域
の
特

性
を
踏
ま
え
た
気
象
解

説
を
実
施
す
る
。
気
象

台
と
異
な
り
、
地
方
公

共
団
体
側
の
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
防
災
業
務
を
直

接
支
援
す
る
。
米
子
市

の
配
属
だ
が
、
ど
の
よ

う
な
運
用
方
法
が
可
能

か
、
う
か
が
う
。

【
市
長
】
米
子
市
気
象

防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

は
、
災
害
時
、
米
子
市

の
災
害
対
策
業
務
に
専

念
す
る
の
で
、
本
市
で

の
活
用
は
困
難
だ
が
、

平
時
に
は
、
気
象
や
防

災
の
知
見
を
活
か
し
た

防
災
講
演
会
や
職
員
研

修
で
の
講
師
と
し
て
協

力
を
し
て
も
ら
え
る
。

現
状
、
災
害
時
に
は
、

鳥
取
気
象
台
か
ら
必
要

に
応
じ
て
、
情
報
連
絡

員
の
派
遣
が
あ
り
、
平

時
に
は
、
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
、
講
師
と
し
て
協

力
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

認知症での医療と
介護連携の推進は

気象防災アドバイザーの
運用方法は

気象防災アドバイザー

早めの相談・受診を

公明党公明党
足田　法行　議員足田　法行　議員

市長 情報の啓発と医療介護の
連携強化に努める

市長 防災講演会や職員研修の講師を
してもらう

各 個 質 問
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入居者の変化に
応じた柔軟な対応を

子どもが住みたいと
思えるまちを

わがまちの「未来の主役」たちの声を
まちづくりに活かそう！

「住宅弱者」の
セーフティネットとしての

公営住宅

の
後
、
介
護
施
設
へ
入

所
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
の
際
、
退
去
に

あ
た
っ
て
の
費
用
を
即

金
で
支
払
う
よ
う
求
め

ら
れ
た
が
、
生
活
保
護

を
受
給
し
て
い
る
状
態

で
は
支
払
う
原
資
が
な

く
、
当
初
の
入
居
時
に

納
め
て
い
た
敷
金
で
の

清
算
を
求
め
た
が
、
敷

金
は
退
去
費
用
を
支

払
っ
た
後
に
返
金
す
る

と
言
わ
れ
た
と
い
う
、

相
談
を
受
け
た
。

　
今
回
の
対
応
は
、
基

本
的
に
は
市
の
ル
ー
ル

に
沿
っ
た
も
の
だ
と
思

う
が
、
今
後
こ
の
よ
う

に
世
帯
構
成
や
収
入
の

状
況
が
入
居
時
か
ら
変

化
す
る
こ
と
に
あ
わ

せ
、
柔
軟
な
対
応
を
取

る
こ
と
も
考
え
る
べ
き

と
思
う
が
。

【
市
長
】
入
居
者
の
状

況
が
変
わ
る
こ
と
を
市

と
し
て
も
早
期
に
把
握

し
、
対
応
し
な
い
と
入

居
者
が
困
る
こ
と
に
な

る
。
入
居
者
が
気
軽
に

市
に
連
絡
で
き
た
り
相

談
で
き
る
関
係
を
作
っ

て
早
期
に
寄
り
添
っ
た

対
応
が
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
。

【
田
口
】
令
和
５
年
４

月
に
施
行
さ
れ
た
こ
ど

も
基
本
法
に
お
い
て
、

都
道
府
県
と
市
町
村
に

国
が
定
め
た
こ
ど
も
大

綱
を
勘
案
し
て
「
自
治

体
子
ど
も
計
画
」
を
作

成
す
る
努
力
義
務
が
課

せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
ど

も
大
綱
は
子
ど
も
・
若

者
の
健
や
か
な
成
長
へ

の
支
援
、少
子
化
対
策
、

子
ど
も
の
貧
困
対
策
な

ど
幅
広
い
子
ど
も
政
策

に
関
す
る
基
本
的
な
方

針
と
重
要
事
項
を
一
元

化
し
た
も
の
で
、
自
治

体
子
ど
も
計
画
に
位
置

付
け
た
事
業
は
、
こ
ど

も
・
子
育
て
事
業
債
の

対
象
と
な
る
。
こ
の
自

治
体
子
ど
も
計
画
作
成

に
つ
い
て
、
県
お
よ
び

本
市
の
対
応
は
。

【
福
祉
保
健
部
長
】
子

ど
も
計
画
に
つ
い
て
県

は
令
和
５
年
度
に
策
定

し
た
。
本
市
に
つ
い
て

は
来
年
度
か
ら
策
定
す

る
第
三
期
子
ど
も
子
育

て
支
援
事
業
計
画
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
後
に
、

早
い
段
階
で
子
ど
も
計

画
に
移
行
し
た
い
。

【
市
長
】
子
ど
も
計
画

に
向
け
て
は
、
子
ど
も

の
声
を
聞
き
な
が
ら
作

る
の
が
ベ
ス
ト
。
子
ど

も
が
参
画
し
、
住
み
た

い
ま
ち
に
し
た
い
。

【
田
口
】
市
営
住
宅
に

独
居
で
入
居
中
の
方

が
、
収
入
減
の
た
め

生
活
保
護
と
な
り
、
そ

寄り添った対応が
できるようにしていきたい市長

公明党公明党
田口　俊介　議員田口　俊介　議員

市長 子どもが参画し、
住みたいまちをめざす

各 個 質 問
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廃棄物処理計画に
最大想定の反映を

子育てするなら境港に
向けた施策を

地域子育て支援センターひまわりでの光景

鳥取県西部地震の際の
災害廃棄物処理作業の様子

【
景
山
】
災
害
か
ら
早

期
に
立
ち
直
り
、
市
民

生
活
を
取
り
戻
す
た
め
、

大
規
模
災
害
発
生
時
、

倒
壊
家
屋
の
廃
材
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
片
、
生
活

用
品
な
ど
大
量
の
廃
棄

物
処
理
が
必
要
と
な
る
。

廃
棄
物
の
仮
置
き
場
の

確
保
や
管
理
、
廃
棄
物

の
分
別
、
最
終
処
分
の

場
所
な
ど
、
長
い
時
間

と
経
費
を
要
す
る
。
災

害
廃
棄
物
処
理
計
画
が

策
定
さ
れ
る
が
、
被
害

想
定
・
廃
棄
物
の
量
の

概
要
、
早
期
に
設
置
で

き
る
仮
置
き
場
は
何
ヵ

所
か
を
う
か
が
う
。
実

効
性
あ
る
計
画
と
な
る

こ
と
を
期
待
す
る
。

【
市
長
】
鳥
取
県
災
害

廃
棄
物
処
理
計
画
で

は
、
鳥
取
県
西
部
地
震

を
上
回
る
震
度
７
を
最

大
想
定
と
し
、
地
震
の

場
合
は
災
害
廃
棄
物
約

７
万
ト
ン
、
津
波
を
と

も
な
う
場
合
は
21
万
ト

ン
を
想
定
し
て
い
る
。

策
定
予
定
の
「
境
港
市

災
害
廃
棄
物
処
理
計

画
」
で
は
、
県
が
想
定

す
る
災
害
廃
棄
物
の
発

生
量
を
参
考
に
検
討
す

る
。
仮
置
き
場
は
、
清

掃
セ
ン
タ
ー
跡
地
な
ど

を
想
定
し
て
い
る
。

【
景
山
】
本
市
の
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
第
三

期
計
画
策
定
に
向
け
て
、

現
行
の
第
二
期
計
画
の

成
果
は
ど
の
よ
う
に
評

価
し
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
子
育
て
世
帯
の
移

住
・
定
住
促
進
に
向
け

て
の
施
策
の
成
果
に
つ

い
て
の
評
価
を
う
か
が

う
。
こ
れ
ま
で
の
成
果

を
第
三
期
計
画
に
反
映

さ
れ
る
べ
き
課
題
を
う

か
が
う
。
今
後
の
一
連

の
取
組
に
よ
り
「
子
育

て
す
る
な
ら
境
港
」
と

な
る
よ
う
、
子
育
て
環

境
が
充
実
し
移
住
・
定

住
に
も
つ
な
が
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

【
市
長
】
第
二
期
計
画
で

は
、
多
子
化
世
帯
に
特

化
し
た
経
済
的
支
援
に

よ
り
第
３
子
以
降
の
児

童
の
割
合
が
増
加
し
た

な
ど
計
画
目
的
は
、
ほ

ぼ
達
成
し
た
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、「
境
港
市

新
し
い
ふ
る
さ
と
で
の

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
支
援

補
助
金
」
を
創
設
し
た
。

令
和
４
年
度
は
３
世
帯

８
人
。
５
年
度
は
５
世

帯
13
人
が
移
住
さ
れ
た
。

第
三
期
で
は
「
子
ど
も

の
視
点
」
を
重
視
し
、

第
二
期
計
画
を
検
証
し

策
定
を
進
め
る
。

市長 計画では
最大２１万トンを想定

景山　　憲　議員景山　　憲　議員

市長 子どもの視点を
重視する施策とする

各 個 質 問

無所属無所属
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地域経済活性化策の
比較検証を

【
米
村
】
本
市
で
は
「
第

３
弾
さ
か
い
み
な
と
応

援
券
」
事
業
が
２
月

末
ま
で
展
開
さ
れ
約

１
億
６
３
０
０
万
円
の

【
市
長
】
米
子
市
・
倉

吉
市
で
実
施
さ
れ
た

「
還
元
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

は
予
算
額
以
上
に
消
費

活
動
が
大
き
く
は
な
る

が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
使
わ
な
け
れ
ば
還
元

制
度
を
利
用
で
き
ず
、

一
部
の
人
に
は
利
用
し

に
く
い
側
面
が
あ
る
。

　
本
市
の
応
援
券
制
度

は
よ
り
多
く
の
方
に
利

用
さ
れ
た
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
た

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

サ
ー
ビ
ス
の
普
及
状
態

な
ど
を
参
考
に
比
較
検

討
し
た
い
。

消
費
が
市
内
の
店
舗
で

発
生
し
た
。
利
用
店
舗

は
ス
ー
パ
ー
ス
ト
ア
が

上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
日
常
の

消
費
が
応
援
券
に
置
き

換
わ
っ
た
の
で
は
と
も

推
測
さ
れ
る
。

　

近
隣
の
自
治
体
で

は
「
プ
レ
ミ
ア
ム
還
元

セ
ー
ル
」
が
展
開
さ
れ

て
お
り
、
還
元
率
か
ら

す
る
と
本
市
の
５
倍
ま

た
は
、
10
倍
の
消
費
行

動
が
発
生
す
る
と
も
想

定
で
き
る
。
効
果
の
比

較
検
討
が
必
要
と
考

え
る
。

「さかいみなと応援券」の利用実績は　
スーパーストアが上位を占めた

ふるさと納税実績
拡大の検討を
市長 新たな境港産返礼品の

強化と PRに取り組む

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の
今
年
の
カ
タ
ロ
グ

【
米
村
】
令
和
５
年
度

の
本
市
の
ふ
る
さ
と
納

税
実
績
は
、
前
年
実
績

を
約
３
千
８
百
万
円
下

回
る
結
果
と
な
っ
た
。

　
本
市
と
同
じ
様
な
規

模
の
茨
城
県
境
町
で
は

約
90
億
円
も
の
ふ
る
さ

と
納
税
実
績
が
あ
り
、

財
政
再
建
に
目
途
が
つ

き
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
。

今
後
の
ふ
る
さ
と
納
税

拡
大
策
を
ど
の
よ
う
に

推
進
す
る
の
か
。

【
市
長
】
本
市
に
お
い

て
も
、
魅
力
あ
る
返
礼

品
を
増
や
す
こ
と
が
重

要
と
考
え
、
返
礼
品
の

新
規
開
拓
な
ど
の
取
り

組
み
を
強
化
し
て
い

る
。
返
礼
品
は
３
４
５

品
目
で
、
67
事
業
者

よ
り
提
供
さ
れ
て
い

る
。
前
年
に
比
較
し
、

１
０
０
品
目
、
11
事
業

者
が
増
加
し
て
い
る
。

　
茨
城
県
境
町
な
ど
の

先
進
自
治
体
の
取
り
組

み
も
参
考
に
し
て
、
境

港
サ
ー
モ
ン
・
松
葉
が

に
な
ど
の
返
礼
品
に
続

く
、
魅
力
あ
る
返
礼
品

の
開
拓
に
努
め
る
。
ま

た
、
生
産
者
の
生
の
声

に
よ
り
返
礼
品
を
丁て

い
ね
い寧

に
紹
介
し
、
全
国
に
境

港
産
返
礼
品
の
Ｐ
Ｒ
を

積
極
的
に
行
い
、
寄
付

額
の
増
加
を
は
か
る
。

米村　一三　議員米村　一三　議員
会派　きょうどう会派　きょうどう

©️水木プロ

多くの市民の使いやすさを
考慮して選択した市長

各 個 質 問
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【
平
松
】
市
役
所
本
庁

舎
は
、
昭
和
36
年
に
建

て
ら
れ
、
平
成
22
年
に

は
耐
震
補
強
工
事
に
よ

り
延
命
化
を
は
か
っ

た
。
し
か
し
、
建
設

か
ら
60
年
以
上
が
経
過

し
、
今
後
、
建
て
替
え

に
つ
い
て
も
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
優
先

順
位
と
し
て
、
小
中
学

校
の
再
編
を
含
め
た
校

舎
建
て
替
え
の
課
題
も

あ
る
が
、
市
庁
舎
建
て

替
え
の
課
題
に
つ
い
て

も
、
建
て
替
え
の
是
非

を
含
め
た
市
民
へ
の
問

題
意
識
の
醸
成
が
必
要

と
考
え
る
。
そ
こ
で
市

庁
舎
建
て
替
え
に
つ
い

て
庁
内
で
の
議
論
の
状

況
は
ど
う
か
。

【
市
長
】
令
和
４
年
度

に
３
回
、
作
業
部
会
を

開
催
し
、
建
て
替
え
の

時
期
や
場
所
・
費
用
に

つ
い
て
協
議
し
た
。
具

体
的
な
方
針
や
内
容
の

決
定
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
こ
の
こ
と
は
、
本

市
の
将
来
に
大
き
く
影

響
す
る
重
要
な
事
業
で

あ
り
、
庁
内
で
課
題
を

整
理
し
、
基
本
的
な
方

針
な
ど
を
定
め
る
段
階

で
議
会
や
市
民
の
意
見

を
聞
き
た
い
。

【
平
松
】
平
成
17
年
度

の
個
別
外
部
監
査
に
よ

り
、
夕
日
ヶ
丘
団
地
造

成
に
係
る
市
と
土
地
開

発
公
社
の
巨
額
な
借
入

金
問
題
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。後
に
市
で
は
、

公
社
へ
の
無
利
子
貸
付

に
よ
る
金
利
対
策
や
定

期
借
地
権
制
度
導
入
に

よ
る
宅
地
分
譲
を
進
め

た
。
宅
地
分
譲
が
ほ
ぼ

終
っ
た
今
、
こ
の
事
業

に
対
す
る
総
括
を
。

【
市
長
】
事
業
着
手
よ

り
27
年
経
過
し
、
商

業
施
設
や
公
園
な
ど

の
公
共
施
設
が
整
備
さ

れ
、移
住
定
住
に
よ
り
、

７
８
３
世
帯
２
１
８
５

人
が
居
住
す
る
快
適
な

住
環
境
が
形
成
さ
れ
、

当
初
の
事
業
の
目
的
を

果
た
す
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
、
用
地
取
得

に
起
因
す
る
借
入
金
も

ピ
ー
ク
時
の
57
億
円
か

ら
27
億
円
に
で
き
た
。

し
か
し
、
土
地
開
発
公

社
に
は
、
多
額
の
借
入

金
が
残
る
。
今
後
も
残

さ
れ
た
土
地
の
処
分
や

事
業
用
借
地
用
地
へ
の

企
業
誘
致
に
努
め
、
市

と
土
地
開
発
公
社
を
一

体
的
に
考
え
た
財
政
運

営
に
徹
し
て
い
く
。

庁舎建て替え
市民の問題意識醸

じょうせい
成を

夕日ヶ丘団地事業の
総括を

監査人が「二つの財布」「隠れ事業費」と指摘した
夕日ヶ丘団地事業に関する

境港市個別監査結果報告書（平成１７年度）

市長 基本的な方針を定める際
市民意見を聞きたい

昭和３６年に完成した市庁舎
 「境港市制５０周年記念写真集」より

平松　謙治　議員平松　謙治　議員
会派　きょうどう会派　きょうどう

市長 目的は果たせた
残された課題解決に務める

各 個 質 問
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活用されない土地の現状

【
加
藤
】
立
地
適
正
化

計
画
は
居
住
機
能
や
福

祉
・
医
療
・
商
業
な
ど

の
都
市
機
能
の
立
地
、

公
共
交
通
な
ど
に
関
す

る
包
括
的
な
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
で
あ
る
。

　
都
市
計
画
区
域
全
体

を
立
地
適
正
化
計
画
の

区
域
と
す
る
こ
と
が
基

本
と
な
る
。
土
地
の
利

用
状
況
や
日
常
生
活
圏

な
ど
を
勘か

ん
あ
ん案
し
て
都
市

計
画
区
域
内
の
一
部
を

計
画
区
域
と
し
、
住
民

へ
の
説
明
状
況
な
ど
に

応
じ
て
段
階
的
に
計
画

区
域
を
設
定
す
る
こ
と

も
で
き
る
。

　
立
地
適
正
化
計
画
を

策
定
す
る
に
あ
た
っ
て

の
方
法
と
工
程
を
う
か

が
う
。
ま
た
、
都
市
計

画
区
域
全
体
な
の
か
、

段
階
的
な
の
か
う
か

が
う
。

【
市
長
】
本
年
度
か
ら

都
市
整
備
課
に
都
市
政

策
・
ま
ち
づ
く
り
専
任

職
員
を
配
置
し
、
計
画

作
成
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持

つ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

サ
ポ
ー
ト
の
も
と
令
和

７
年
度
末
ま
で
に
計
画

を
策
定
す
る
。
ま
た
立

地
適
正
化
計
画
は
都
市

計
画
区
域
全
体
で
の
策

定
に
向
か
う
こ
と
と
し

て
い
る
。

文化財になりうる
建造物の活用は

加藤　文治　議員加藤　文治　議員
会派　自由未来会派　自由未来

境港市文化財保護審議会の
意見を聞く教育長

立地適正化計画の
方法と工程は
市長 令和７年度末までに

計画を策定する

回廊の解体が進む文化ホール

物
を
、
保
存
・
活
用
す

る
考
え
は
な
い
の
か
。

　
ま
た
、
旧
誠
道
小
学

校
体
育
館
は
市
民
の
財

産
。
雨
漏
り
で
簡
単
に

撤
去
し
て
よ
い
の
か
。

　
市
内
小
学
校
に
設
置

さ
れ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ

ス
ト
イ
レ
に
、
教
育
的

問
題
が
あ
る
場
合
、
早

急
に
廃
止
の
検
討
を
す

る
考
え
は
あ
る
の
か
。

【
教
育
長
】
文
化
財
に

な
り
う
る
施
設
の
保

存
、
活
用
は
、
維
持
管

理
費
用
を
含
め
、
境
港

市
文
化
財
保
護
審
議
会

の
意
見
を
聞
き
た
い
。

　
旧
誠
道
小
学
校
体
育

館
は
、
改
修
維
持
費
用

が
多
額
に
な
る
こ
と
か

ら
、
解
体
を
視
野
に
検

討
を
行
っ
た
。解
体
は
、

地
元
や
利
用
団
体
の
同

意
を
得
た
う
え
、
施
設

の
貸
付
先
の
Ｓ
Ｃ
鳥
取

に
も
確
認
し
、
議
会
の

承
認
を
得
て
い
る
。

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー

ト
イ
レ
は
、
男
女
別
ト

イ
レ
に
変
更
も
で
き

る
。
そ
れ
を
活
用
し
、

発
達
段
階
に
応
じ
た
人

権
・
性
教
育
へ
の
理
解

を
進
め
る
こ
と
は
、
教

育
的
効
果
は
大
き
い
。

【
加
藤
】
市
の
所
有
す

る
建
物
に
つ
い
て
、
文

化
ホ
ー
ル
の
よ
う
な
文

化
財
に
な
り
う
る
建
造

各 個 質 問
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民間の焼却プラント

第 14 回
みなとオアシス Sea 級グルメ全国大会 in 沼津

の様子

【
森
岡
】
第
15
回
み
な

と
オ
ア
シ
ス
Ｓ
ｅ
ａ
級

グ
ル
メ
全
国
大
会
を
一

過
性
の
イ
ベ
ン
ト
で
終

わ
ら
せ
ず
、
継
続
性
を

持
た
せ
て
は
。

【
市
長
】「
に
ぎ
わ
い
創

出
」
と
「
海
の
環
境
保

護
」
の
テ
ー
マ
を
継
続

し
て
発
信
す
る
。

　
昨
年
「
さ
か
い
夢
み

な
と
朝
市
」
を
開
催
し

た
境
港
青
年
会
議
所
や

関
係
団
体
と
連
携
し
た

イ
ベ
ン
ト
開
催
に
向

け
、
検
討
す
る
。

【
森
岡
】
み
な
と
オ
ア

シ
ス
境
港
運
営
委
員
会

の
活
動
状
況
は
。

【
建
設
部
次
長
】
平
成

25
年
に
立
ち
上
げ
た

が
、
現
在
、
運
営
委
員

会
の
組
織
化
は
で
き
て

い
な
い
。

【
森
岡
】
組
織
化
も
課

題
だ
と
認
識
す
る
。
今

後
は
、
本
市
が
中
心
と

な
り
、
組
織
化
し
、
み

な
と
オ
ア
シ
ス
制
度
を

活
用
し
た
「
に
ぎ
わ
い

創
出
」
事
業
を
展
開
で

き
な
い
か
。

【
建
設
部
次
長
】「
さ
か

い
夢
み
な
と
朝
市
」
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
、
市

が
組
織
化
を
し
て
運
営

し
て
い
く
の
が
よ
い

か
、
市
か
ら
実
施
団
体

へ
後
方
支
援
し
て
い
く

の
が
よ
い
か
。
今
後
、

検
討
し
た
い
。

【
森
岡
】
用
地
選
定
委

員
会
の
委
員
の
中
に
利

害
関
係
者
が
入
っ
て
い

た
こ
と
に
よ
り
、
公
平

性
が
保
た
れ
て
い
な
い

と
判
断
さ
れ
、
第
三
者

委
員
会
の
設
置
を
言
及

さ
れ
た
。
９
回
の
用
地

選
定
委
員
会
が
非
公
開

で
行
わ
れ
る
な
ど
透
明

性
も
不
十
分
だ
っ
た
の

で
は
と
思
う
。
正
副
管

理
者
会
議
の
中
で
、
透

明
性
確
保
の
観
点
か
ら

公
開
を
、
提
案
し
て
は

ど
う
か
。

【
市
長
】
今
回
の
第
三

者
委
員
会
で
改
め
て
全

て
の
項
目
・
基
準
な
ど

を
評
価
す
る
と
理
解
し

て
い
る
。
公
開
か
非
公

開
は
、
今
後
の
正
副

管
理
者
会
議
で
検
討
し

た
い
。

【
森
岡
】
こ
の
こ
と
に

よ
り
、
現
在
組
ま
れ
た

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
後
ろ

に
ず
れ
込
む
こ
と
が
心

配
さ
れ
る
が
。

【
市
長
】
き
ち
ん
と
最

初
か
ら
審
議
を
し
て
も

ら
い
た
い
。

【
森
岡
】
将
来
の
負
担

を
考
え
て
、
ゴ
ミ
の
減

量
化
・
資
源
化
を
は
か

り
、
計
画
の
中
身
の
再

検
討
が
必
要
で
は
。

【
市
長
】
減
量
化
・
資

源
化
な
ど
会
議
の
中
で

提
案
し
て
い
く
。

Sea級グルメ全国大会の
継続性を

西部広域調整委員会
結果の認識は

会派　きょうどう会派　きょうどう
森岡　俊夫　議員森岡　俊夫　議員

市長 審議のやり直しなど
真
しんし
摯に受け止めている

各 個 質 問

市長 関係団体と連携した
イベント開催を検討する
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中野港の沿岸漁業船

最も多い時間外労働は
何時間なのか

夜遅くまで明かりの灯る
市役所本庁舎

【
柊
】
本
市
職
員
に
恒

常
的
な
時
間
外
労
働
が

あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
職

員
を
増
員
し
て
対
応
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

【
市
長
】
恒
常
的
な
時

間
外
勤
務
の
発
生
し
て

い
る
部
署
が
あ
る
こ

と
は
承
知
し
て
お
り
、

適て
き
ぎ宜
、
人
事
異
動
や
会

計
年
度
任
用
職
員
の

配
置
な
ど
で
対
応
し
て

い
る
。
引
き
続
き
各
部

署
の
業
務
内
容
や
業
務

量
な
ど
を
把
握
し
た
上

で
、
全
庁
的
な
視
点
か

ら
、
喫き

っ
き
ん緊
の
課
題
や
多

様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ

に
対
応
で
き
る
よ
う
人

員
配
置
を
行
う
。

【
柊
】
令
和
５
年
度
に

お
い
て
過
労
死
ラ
イ
ン

と
言
わ
れ
る
月
１
０
０

時
間
を
超
え
る
時
間
外

労
働
を
し
た
職
員
は
、

何
人
い
た
の
か
。

【
市
長
】
延
べ
18
人
だ
。

【
柊
】
年
間
の
時
間
外

労
働
が
一
番
多
か
っ
た

職
員
は
何
時
間
だ
っ
た

の
か
。

【
市
長
】
年
間
時
間
外

勤
務
が
一
番
多
か
っ
た

職
員
の
実
施
時
間
数
は

９
９
２
時
間
で
あ
る
。

【
柊
】
今
年
度
に
入
っ

て
一
番
多
い
の
は
月
に

何
時
間
だ
っ
た
か
。

【
市
長
】
４
月
に

１
９
８
時
間
で
あ
る
。

市長 最も多い職員は
月に１９８時間である

会派　きょうどう会派　きょうどう
柊　　康弘　議員柊　　康弘　議員

再度、箱代補助の
検討を求める

国の基金を活用して実施する市長

各 個 質 問

た
め
以
前
に
補
助
を
検

討
さ
れ
た
際
、
よ
り
有

利
な
補
助
制
度
が
あ
る

の
で
そ
ち
ら
を
案
内
さ

れ
た
と
の
こ
と
だ
が
、

利
用
実
績
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

【
市
長
】
令
和
４
年
10

月
か
ら
令
和
５
年
２
月

ま
で
の
間
、
燃
油
や
価

格
高
騰
の
影
響
に
よ
り

営
業
利
益
が
減
少
す
る

事
業
者
を
対
象
と
し
た

「
境
港
市
事
業
者
価
格

高
騰
対
策
支
援
金
」
の

給
付
事
業
は
、
個
人
事

業
主
も
対
象
と
な
る
こ

と
か
ら
、
漁
業
者
に
も

申
請
の
案
内
を
し
た
が

実
績
は
４
件
に
留
ま
っ

て
い
る
。

【
柊
】
再
度
、
箱
代
の

補
助
を
検
討
し
て
は
。

【
市
長
】
国
の
基
金
を

活
用
し
て
実
施
す
る
補

助
金
を
活
用
し
、
市
内

の
漁
業
関
係
者
と
行
政

で
組
織
す
る
「
境
港
市

地
域
水
産
業
再
生
委
員

会
」
が
、
箱
代
の
補
助

な
ど
の
支
援
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

【
柊
】
中
野
港
を
拠
点

と
す
る
沿
岸
漁
業
者
は

個
人
事
業
主
で
あ
り
、

箱
代
の
負
担
が
大
き
い
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会派　自由未来会派　自由未来
吉井　　巧　議員吉井　　巧　議員

【
吉
井
】
水
木
し
げ
る

記
念
館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し
、
多
く

の
来
場
者
で
賑
わ
っ
て

い
る
。展
示
の
中
に
は
、

自
身
の
壮
絶
な
戦
争
体

験
を
水
木
先
生
の
独
特

な
タ
ッ
チ
で
描
い
た
作

品
が
あ
り
、
戦
争
体
験

で
あ
っ
て
も
、
ど
こ
と

な
く
温
か
み
を
感
じ

た
。
市
内
小
学
校
の
平

和
学
習
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
水
木
し
げ
る
記
念

館
で
の
平
和
学
習
が
行

え
る
よ
う
に
、
市
と
し

て
支
援
で
き
な
い
か
。

【
市
長
】
昨
年
度
、
出

前
授
業
で
行
っ
た
、
平

和
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
水
木
し
げ
る
が
見
た

戦
場
～
ど
ん
な
に
つ
ら

く
て
も
、
己
の
道
を
進

む
～
」
を
、
本
年
度
は

記
念
館
多
目
的
ホ
ー
ル

で
実
施
し
、
先
生
の
作

品
に
直
に
触
れ
る
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
が
戦

争
の
悲
惨
さ
を
よ
り
一

層
身
近
に
感
じ
、
平
和

の
尊
さ
つ
い
て
考
え
て

ほ
し
い
。
今
後
は
、
市

内
小
中
学
校
の
よ
り
多

く
の
児
童
・
生
徒
に
平

和
学
習
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
記
念
館
で
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
で
き

る
よ
う
、
入
館
料
や
移

動
手
段
に
つ
い
て
支
援

し
て
い
く
。

水木しげる記念館で
平和学習を
市長 平和学習の際の入館料や

移動手段を支援する

4 月 20 日にリニューアルオープンした
水木しげる記念館

©️水木プロ

管理の行き届いていない
境港市民スポーツ広場 A コート

【
吉
井
】境
港
市
営
竜
ヶ

山
球
場
の
改
修
に
と
も

な
い
、
毎
年
開
催
し
て

い
る
学
童
野
球
大
会
の

代
替
球
場
と
し
て
使
用

し
た
市
民
ス
ポ
ー
ツ
広

場
だ
が
、
野
球
を
行
う

に
は
と
て
も
危
険
な
グ

ラ
ウ
ン
ド
状
況
で
あ
っ

た
。
後
日
、
チ
ー
ム
関

係
者
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
ケ
ガ
は
な
く
安
心

し
た
が
、本
市
と
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
広
場
A
コ
ー

ト
の
整
備
現
状
を
把
握

で
き
て
い
る
か
。

【
教
育
長
】
先
月
18
日

に
学
童
野
球
大
会
が
行

わ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
広
場

A
コ
ー
ト
の
状
況
に
つ

い
て
は
、
芝
生
は
短
く

刈
ら
れ
良
い
状
態
で
は

あ
っ
た
が
、
芝
が
内
野

部
分
ま
で
浸
食
し
て
い

る
状
況
で
あ
っ
た
。

【
吉
井
】
昨
年
度
に
も

同
様
の
質
問
を
し
た

が
、
こ
の
1
年
間
指
定

管
理
者
と
整
備
管
理
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

協
議
を
し
て
き
た
か
。

【
教
育
長
】
浸
食
し
た

芝
の
除
去
に
つ
い
て
、

専
門
家
の
意
見
も
聞

き
、
協
議
を
行
っ
て
い

る
。
使
用
頻
度
に
か
か

わ
ら
ず
、
子
ど
も
た
ち

が
安
心
安
全
に
利
用
で

き
る
よ
う
、
適
切
な
維

持
管
理
に
努
め
る
。

スポーツ広場の
整備管理は適切か

管理者と協議し、
より適切な管理に努める教育長

各 個 質 問
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総務民教委員会 行政視察
■ 参加者
　 平松　謙治（委員長）、加藤　文治（副委員長）、伊藤　康弘、岡空　研二、森岡　俊夫、足田　法行、
　 安田　共子
■ 日程　7 月 8 日～ 10 日

 〇 東京電力福島第一原子力発電所（双葉郡大熊町）と
　  東京電力廃炉資料館（双葉郡富岡町）　

　発電所の事故の経緯、廃炉に向けた動きなどの説明を聞き、
発電所の 1～ 4 号機が間近に見える地点へ移動した後、多核種
除去設備 ( 以下、「ALPS」) などを見学し、廃炉に向けた現況を
再確認しました。

 〇 楢葉遠隔技術開発センター（双葉郡楢葉町）

　国立研究開発法人日本原子力開発機構に属する福島廃炉安
全工学研究所の施設としての活動内容の説明や、最新の試験設
備であるロボット性能評価のための要素試験エリアなどを見学。
バーチャルリアリティ ( 以下、「VR」) システムを使っての第一
原発 2 号機の内部の VR 体験もしました。

視察先および内容

 〇 福島県水産事務所・いわき農林事務所（いわき市）

　「福島県の水産業、農業における原発事故の影響と対策について」
　緊急放射線モニタリング、出荷制限、就業者の推移、水揚げ
量や農業産出額の推移、付加価値向上、販路回復・拡大などの
ほか、水産業においては ALPS 処理水海洋放出への対応と影響
などについて、福島県水産事務所、いわき農林事務所の各担当
職員より説明をいただき、質疑応答で理解を深めました。

 〇 まとめ

　東日本大震災から13 年が経ちましたが、廃炉に向けた動きや原子力事故を後世に伝えるという
ことに対して、改めて強い関心を持つ必要があることを感じ、楢葉遠隔技術開発センターでは、
デブリの除去を含めた廃炉に対して総力を結集して、弛

たゆ
まぬ努力をされていることがよく分かり、

研究所の活躍に大いに期待したいと思いました。
　また、原発事故による農林水産業への影響の大きさや、水産業・農業従事者を中心に官民挙げて
の努力の成果が現れている状況をうかがい、希望の光を見出す思いで福島の人々が頑張っている
ことを知ることができました。

総務民教委員会 視察報告
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市民と議会の懇談会開催のお知らせ

https://www.city.sakaiminato.lg.jp/
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第
34
号

令
和
6年（

2024年
）8月

発
行
／
境
港
市
議
会

〒
684-8501　

鳥
取
県
境
港
市
上
道
町
3000

TEL：
0859（

47）1097　
FA
X:0859（

47）1110

【
発
行
責
任
者
】

　議
　長
　
　永
井
　章

【
広
報
部
会
】

　部
会
長
　
　足
田
　法
行

　副
部
会
長
　松
本
　晶
彦

　
　
　
　
　
　伊
藤
　康
弘

　
　
　
　
　
　柊
　
　康
弘

　
　
　
　
　
　米
村
　一
三

あ
と
が
き

　
新
メ
ン
バ
ー
で
の
広
報
部
会
に
よ
り
、
２
度
目
の

発
刊
と
な
り
ま
す
。広
報
部
会
は
境
港
市
議
会

基
本
条
例
に
も
と
づ
き
、議
会
広
報
の
充
実
を
は
か

る
た
め
に
議
会
報
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
の
管

理
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
議
会
報
の
記
事
は

各
議
員
が
定
め
ら
れ
た
文
字
数
で
作
成
し
、
広

報
部
会
で
は
議
会
で
定
め
た
言
葉
づ
か
い
表
記
に

従
っ
て
校
正
し
て
い
ま
す
。各
議
員
と
も
定
め
ら
れ

た
文
字
数
で
表
現
す
る
困
難
さ
に
、
頭
を
ひ
ね
っ

て
お
り
ま
す
。市
民
の
皆
さ
ま
に
は
分
か
り
や
す

く
伝
え
る
た
め
、
広
報
部
会
で
何
度
も
校
正
を
重

ね
て
議
会
報
が
で
き
上
が
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
本
年
は
市
長
選
挙
の
年
で
あ
り
、

市
政
運
営
の
リ
ー
ダ
ー
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。市
議

会
は
執
行
部
の
市
政
運
営
を
チ
ェッ
ク
す
る
と
と
も

に
、
適
切
な
政
策
提
言
を
行
う
任
務
が
あ
り
ま
す
。

15
人
の
議
員
は
考
え
方
が
異
な
る
こ
と
も
度
々

あ
り
ま
す
が
、市
民
福
祉
の
向
上
と
の
視
点
で
判
断

が
下
せ
る
よ
う
議
論
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
多
く
の
声
が
活
か
せ
る
よ

う
な
議
会
に
な
ろ
う
と
各
議
員
が
活
動
を
重
ね
て

い
ま
す
。そ
の
た
め
に
も
議
会
の
活
動
を
よ
り
多
く

伝
え
る
よ
う
努
め
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　（
米
村
）

いちめんに 2023年7月　撮影：竹田　誠司　様

幸神町有志による美保湾清掃 2024年6月　撮影：足立　勝美　様


